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上信越白湯車道の、アーチ橋としては714.5mど日本一の長さを誇る『上回ロー

マン橋』。ローマ時代風でロマンチックな景観から、上田にロマンを運んでくれる

ように願い、公募によってこう命名された。平成 8年11月の小諸インターチェンジ

~更埴ジヤンクション間の開通以来、この橋は、上田の新たなランドマークとして

多くの皆さんに親しまれている O

神科新屋寄リの橋のたもとには、音のミステリースポットがあリ、巨大な橋げた

の下に立っと、頭上から、近くを流れる神川のせせらぎの音が増幅されて聞こえて

くる O あたかもローマン橋の上を川が流れているかのように。現在この場所には、

神科新屋自治会の皆さんによリ建てられた、 ミステリースポットの表示板ど石の台

がある O

暫定 2車線で供用が開始された上信越自動車道・小諸インターチェンジ~更埴ジヤ

ンクション問も、昨年12月には 4車線化が決定。この 3月下旬から、工事に向けて

本格的な調整に入っている O 夏ごろには工事も始まる予定。 4車線化によリ安全な

走行が可能になリ、いっそうの地域の発展も期待される O

市では、周辺道路の整備を進めておリ、これから『上回ローマン橋』周辺の景観

は大きく変わるこどだろう。

-・・・・・

‘ 司

-広報
[
教
育
う
え
だ
合
併
号
]

可

C

田

「

。
4 

沼

問

「

)> 

平成11年
[1999J 

No.1269 

→ 歩こう@

-上田市役所(臨@4100)
(困ゆ4100)

・市政提言電話(回@2539)

・市政提言FAX(岡@5111)
・市長への電子メール
mayor@city.ueda.nagano.jp 
・インターネット上田市のホームページ

URL http://www.city.ueda.nagano.jp/ 
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昭和62年から皆さんに親しまれてきた「上田情報局「猿飛くんJJ
が廃止になり、新たにインターネットに対応したシステム(簡単

インターネット街頭端末システム〉を、市役所ロビー、しなの鉄道

上田駅市民コーナ一、中央公民館ロビーの3か所に導入しました。

操作方法は画面を指で触れるだけと至って簡単ですので、今ま

でに増してご活用ください。

※この内容は、一般のインターネットからも閲覧が可能です。

U R L http://sarutobi.telecomu.co.jpj 

マ問い合わせ 情報推進課(固⑫8241)、(株)テレコム・ユー

システム開発課(固⑫2708)
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局
局
長
補
佐
兼
農
政
係
長
(
体
育
課
付
)
山
田

輝
保

マ
清
浄
園
所
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
(
浄

水
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
兼
管
理
係
長
)
浅

見
弘
昌

マ
税
務
課
課
長
補
佐
兼
税
制
係
長

(情
報
推
進
課
情
報
政
策
担
当
係
長
)
西
入
直
喜

マ
生
活
環
境
課
課
長
補
佐
兼
環
境
保
全
係
長

兼
家
庭
排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
(
計
画
管
理

課
庶
務
企
画
担
当
係
長
)
滝
沢
正
美

マ
保
育

課
課
長
補
佐
兼
神
科
第
二
保
育
園
長
(
神
川
第

二
保
育
園
長
)
石
田
憲
子

マ
景
観
建
築
課
課

長
補
佐
兼
市
営
住
宅
係
長
(
生
活
環
境
課
環
境

保
全
係
長
)
石
井
正
英

マ
計
画
管
理
課
課
長

補
佐
兼
庶
務
企
画
担
当
係
長
(市
民
会
館
次
長
)

瀬
間

一
郎

マ
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
生
涯

学
習
係
長
(人
権
同
和
対
策
課
人
権
問
和
教
育

係
長
)
三
宅
彰

マ

市
民
会
館
館
長
補
佐
兼
次

長
(
第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
庶
務
係
長
)
中
村

• • • • 

ビ

リ

テ

l
シ

ョ
ン

ま

た

は

通

所

介

護

。

課

ま

で

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

を

含

め

、

毎

日

何

ら

か

の

サ

ー
ビ

ス

‘

マ

問

い

合

わ

せ

介

護

保

険

課

(

固

-

が

利

用

で

き

る

水

準

(

短

期

入

所

は

.

⑫

6
2
4
6
・
出

5
3
]
宮
仲
間

o
g
g

6
か

月

に

2
週
)

0

.

ロ
⑤
丘
々
・

5
含
・

5
窓口
0
・
甘
)
、
テ
レ
ホ

マ

要

介

護

3

夜

間

(

ま

た

は

早

朝

)

・

ン

ガ

イ

ド

う

え

だ

関

連

情

報

(

圃

⑫

の
巡
回
訪
問
介
護
を
含
め
、

1
日

2
・

8
8
8
8
コ
l
ド

ぬ

4
2
0
)、
ホ

!

回

の

サ

ー

ビ

ス

が

利

用

で

き

る

水

準

・

ム

ぺ

l
ジ

(
F
2
1
¥
¥
ぎ
き
そ
・

0
5・5
含
・

(
短
期
入
所
は

6
か

月

に

3
週
)
。
医

.
5
m
g
0・号
¥
E仲間
oro窓
口
¥
百
品
自
-E5])

療

の

必

要

度

が

高

い

場

合

に

は

、

週

日

宗
作

マ
総
務
課
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長
(総

務
課
職
員
係
長
)
桜
田
幸
士

マ
総
務
課
課
長

補
佐
兼
行
政
管
理
係
長
(総
務
課
行
政
管
理
係

長
)
田
古
島
博
士
山

マ
用
地
調
整
副
主
幹
兼
用

地
住
宅
担
当
係
長
(
用
地
住
宅
担
当
係
長
)
中
部

通
男

マ
人
権
同
和
対
策
課
課
長
補
佐
兼
人
権

同
和
対
策
係
長
兼
中
央
解
放
会
館
次
長
(人
権

同
和
対
策
課
人
権
同
和
対
策
係
長
)
志
摩
賢

一

マ
保
育
課
課
長
補
佐
兼
浦
里
保
青
園
長
(浦

里
保
育
園
長
)
小
林
初
枝

マ
国
保
年
金
課
課

長
補
佐
兼
国
民
年
金
係
長
(
国
保
年
金
課
国
民

年
金
係
長
)
西
入
澄
人

マ
商
工
課
課
長
補
佐

兼
商
工
振
興
係
長
(
商
工
課
商
工
振
興
係
長
)
保

科
隆
夫

マ
商
工
課
課
長
補
佐
兼
労
政
係
長
兼

勤
労
者
福
祉
セ

ン

タ

館

長

(商
工
課
労
政
係

長
)
神
林
浩
正

マ
土
地
改
良
課
課
長
補
佐
兼

管
理
計
画
担
当
係
長
(土
地
改
良
課
管
理
計
画

担
当
係
長
)
西
林
敏
行

マ
消
防
部
予
防
課
課

長
補
佐
(消
防
本
部
予
防
課
指
導
係
長
)
竹
内
則

弘

マ
消
防
部
警
防
第
一
課
課
長
補
佐
(
上
田

中
央
消
防
署
警
防
係
長
)
斉
藤
信
三

マ
学
校

教
育
課
課
長
補
佐
兼
学
務
係
長
兼
教
育
相
談
所

長
(
学
校
教
育
課
学
務
係
長
)
稲
垣
康
史
マ
市

誌
編
さ
ん
室
室
長
補
佐
兼
市
誌
編
さ
ん
係
長

(市
誌
編
さ
ん
室
市
誌
編
さ
ん
係
長
)
高
木
英
司

マ
体
育
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
兼
自
然
運
動
公

園
管
理
事
務
所
長
(
自
然
運
動
公
園
管
理
事
務

所
長
)
飯
島
邦
雄

マ
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
局
長
補
佐
兼
次
長
(選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
次
長
)
柳
沢
賢

一

-
係
長
マ
企
画
課
女
性
政
策
担
当
係
長
(生
涯
学
習

課
青
少
年
係
長
)
小
林
栄
子

マ
テ
レ

コ
ム
・

ユ
|
派
遣
兼
務
を
解
く
兼
財
団
法
人
上
田
市
地

域
振
興
事
業
団
派
遣
(情
報
推
進
課
情
報
政
策

担
当
係
長
)
清
水
忠
幸

マ
情
報
推
進
課
電
算

統
計
担
当
係
長
(生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
)

土
屋
信
之

マ
塩
尻
保
育
園
長
(神
科
第
二
保

育
園
長
)
坂
口
幸
子

マ
神
川
第
二
保
青
園
長

(白
銀
保
育
園
長
)半
沢
悦
子

マ
国
分
保
育
園

長
(西
塩
田
保
育
園
長
)
白
瀬
む
つ

マ
梅
が
丘

保
育
園
長
(東
塩
田
保
育
園
長
)
村
上
澄
枝

マ

東
塩
田
保
育
園
長
(塩
尻
保
育
園
長
)北
川
恵
子

マ
西
塩
田
保
育
園
長
兼
ふ
た
ば
保
育
園
長

(梅
が
丘
保
育
園
長
)
前
島
由
紀
枝

マ
国
保
年

金
課
国
民
健
康
保
険
担
当
係
長
(消
防
本
部
総

務
課
経
理
係
長
)射
手
一
房
代

マ
景
観
建
築
課

建
築
係
長
兼
建
築
主
事
(企
画
課
企
画
調
整
担

当
係
長
)
小
宮
山
幸
男

マ
交
通
対
策
課
交
通

対
策
担
当
係
長
(秘
書
課
秘
書
担
当
係
長
)
塚
田

博
己

マ
会
計
課
調
査
係
長
(
国
保
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係
長
)
大
塚
み
ち
子

マ
図
書
館

庶
務
係
長
(点
字
図
書
館
次
長
)
伊
藤
滋

マ
上

田
地
域
広
域
連
合
事
務
局
総
務
課
介
護
保
険
係

長
(企
画
課
女
性
政
策
担
当
係
長
)
田
口
悦
子

マ
川
西
支
所
庶
務
企
画
係
長
兼
農
業
委
員
会
事

務
局
農
地
担
当
係
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
(計
画
管
理
課
主
査
)
滝
沢
茂

マ
財
政
課
財

政
担
当
係
長
(学
校
教
育
課
主
査
)井
出
章

マ

税
務
課
資
産
調
査
係
長
(議
会
事
務
局
主
査
)
金

井
浩
一

マ
人
権
同
和
対
策
課
人
権
同
和
教
青

係
長
(計
画
管
理
課
主
査
)
小
山
博
一

マ
介
護

保
険
課
介
護
保
険
担
当
係
長
兼
上
田
地
域
広
域

連
合
派
遣
(
健
康
推
進
課
主
査
)
品
川
幾
江

マ

福
祉
課
医
療
給
付
係
長
(
庶
務
課
主
査
)
岡
田
わ

か
子

マ
点
字
図
書
館
次
長
(点
字
図
書
館
主

査
)中
村
郁
子

マ
産
院
婦
長
(産
院
婦
長
心
得
)

松
川
つ
ぎ
江

マ
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長

(管
財
課
主
査
)
矢
幡
嘉
幸

マ
農
林
課
林
務
係

長
(観
光
課
主
査
)倉
沢
正

マ
消
防
本
部
総
務

課
経
理
係
長
(消
防
部
主
査
)
荻
原
敬
一

マ
上

田
中
央
消
防
署
施
設
係
長
(消
防
部
主
査
)
後
藤

千
秋

マ
上
田
南
部
消
防
署
庶
務
係
長
(消
防

部
主
査
)
宮
崎
文
明

マ
庶
務
課
施
設
係
長
(健

康
推
進
課
主
査
)
大
滝

一
郎

マ
第

一
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長
(
会
計
課
主
査
)木
藤
忠

彦

マ
生
涯
学
習
課
青
少
年
係
長
(農
林
課
、王

査
)
竹
沢
朝
代

マ
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
業
務

係
長
(ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
主
査
)
一
本
槍
信
男

17.4.16 [3J 
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幸11.... コ公共のマナーを守りましょう
暖かな日ざしの中¥散歩をしていると空き缶やお弁当

のくず、たばこの吸い殻などごみのポイ捨てが目につき

ます。せっかく周囲の美化や清掃活動に努めても、ポイ

捨てがあったのでは努力が無駄になり¥環境や景観上も

好ましくありません。

また¥多量に捨てられていると不法投棄とみなされ処

罰されることもあります。

マナーを守り、自分で出したごみは持ち帰リましょう O

じ>問い合わせ 生活環境課〈固@51 20) 玄
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。
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催し上
回
創
造
鎗
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い

上
田
創
造
館

(固
⑧
1
1
1
1
)

-
臨
時
休
館

4
月
幻
日
制
午
前
8
時
初
分
か
ら

午
後

5
時
ま
で
、
電
気
施
設
の
点
検

の
た
め
休
館
し
ま
す
。
そ
の
た
め
自

動
交
付
機
、
公
共
施
設
案
内
予
約
シ

ス
テ
ム
、
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
0

・
中
国
寧
波
市
と
の
友
好
合
同
書
道

展
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

5
月
3
日間
w
i同
4
日

ω

午
前
9
時
i
午
後
4
時

-
市
制
施
行

ω周
年
記
念
第
幻
回

上
小
美
術
展

マ
と
き

5
月
8
日
出
i
同
日
日

幽
午
前
9
時
i
午
後

5
時
(
最
終
日

は
午
後
4
時
ま
で
)
マ
入
場
料

一般・

:
3
5
0円
、
高
校
・
大
学
生
・:

2
0
0
円
、
小
・
中
学
生
・
:
無
料

[
出
品
募
集
]

マ
資
格
上
田
広
域
地
区
在
住
・ 市役所代表竃話

回22-4100
困25-4100

m 
o 
)> 

講座名 実施日 対象者 定員(先着周 受講料 申し込み(電話で)

親子パソコン教室
5月8日(土)

小 ・中学生の親子 20名 500円
5月1日(土)

午前9時~正午 午前9時から

パソコン入門休日 5月9日(日)
16歳以上の初心者 20名 1000円

5月1日(土)
コ ス 午前9時~午後4時 午後1時から

ブラインドタッチ 5月13日休)、20日(木)、27日(木)
16歳以上の初心者 20名 5000円

5月5日(水)
三日間コース 午後 2 時~4時 午前9時から

パソコン入門熟年 5月14日(金)
50歳以上の初心者 15名 1000円

5月5自体)
コ 一 ス 午前9時~午後4時 午後1時から

表計算「エクセル」 5月18日伏)、19日側、 25日以()、26日(水)16歳以上の初L者でキーポー
20名 6000円

5月8日(土)
夜間四日間コース 午後 6 時30分~9 時30分 ド・マウスを扱えるかた 午後1時から
パソコン入門平日 5月26日附

16歳以上の初心者 20名 1000円
5月19日(水)

コ ス 午前9時~午後4時 午前9時から

パソコン教室出
身
者
で
日
歳
以
上
の
か
た
マ
作

品
の
種
別
・
規
格

1
部
日
本
画
、

2
部
洋
画
、

3
部
彫
刻
、

4
部
エ
芸

(
大
き
さ
各
部
と
も
制
限
な
し
)

マ
出
品
点
数
各
部
と
も
一
人

1
点

ま
で
(
彫
刻
、
工
芸
は

2
点
ま
で
)

φ
上
田
真
固
ま
つ
り

4

4月
幼
日
制
に
開
催

|
市
制
施
行
印
周
年
記
念
事
業
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
|

く
わ
し
く
は
広
報
う
え
だ

4
月
1
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
出
品
作
品
の
装
備
す
ぐ
飾
れ

る
状
態
に
マ
搬
入

5
月
7
日
働

正
午
l
午
後
1
時
初
分
に
上
田
創
造

館
ヘ
マ
出
品
料
一
般
作
品
・
:
各

部
ご
と

2
0
0
0
円
、
高
校
生
:
・
各

部
ご
と

5
0
0
円

マ

そ

の

他

懸

賞
金
付
き
マ
問
い
合
わ
せ
事
務

局
(
竹
内
・
固
⑧
3
1
6
4
)

-
第

2
土
曜
日
学
習
施
設
の
開
放
j

春
の
星
座
を
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
さ

が
そ
う
j

マ
と
き

5
月
8
日
出
午
前
日
時

i
・
日
時

i
(叩
分
前
に
は
来
室
を
)

マ
内
容
春
の
星
座
の
見
つ
け
方
、

[4J 11.4.16 すまUJ
 

天

文

関

係

の

映

像

投

影

な

ど

マ

定

場

制

員

各

国

先

着

1
2
0名
マ

入

場

庫

川

料

無

料

尉

費

一
実

・
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
展

N
A
T

タ

ド

U
R
A
L
i
自
然
に
や
さ
し
い
j

ン
賞

ア

冒

団

主

マ
と
き

5
月
幻
日
柄
1
0
日
目

t
即

7

(

3

(

目
ン
却

午
前
9
時
j
午
後
4
時
別
分
(
最
終
収
一
色

日
は
午
後

4
時

ま

で

)

マ

入

場

料

回

リ

正

無

料

み

ク

昨

『

』

・

0

.
第

2
・
4
土
曜
日
施
設
無
料
開
放
大
伽

相

5
月
8
日
と
周
辺
日
は
上
小
地
域
、
粗
目
的

小
中
学
生
と
、
同
伴
の
保
護
者
の
か
の
日
間

月
月

時

た
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
、
民
俗
資

5

5
3
 

料
館
、
体
育
館
が
無
料
に
な
り
ま
す
0

.

E



ヨ~l励射4!蹴鞠劫欄
祝日・休日はごみの収集

はお休みします。集積所に

ごみを出さないでくださL、。

きれいな環境で、ゴール

ラ守ンウィークを過ごしまし

ょっO

.問い合わせ環境業務課

(固@O6 6 6) 
クリーンセンター受け入れ時間
午前.. . 8 時30分~11 時45分、 午後・・・ 1 時~4時

月日 ごみの収集 クリーンセンヲ回受け入れ

4月29B(木)
平常どおり 平常どおり

みどりの日

5月3日(月)
お休み お休み

憲法記念日

5月4日(火)
お休み お休み

圏民の休日

5月5日(水)
お休み お休み

L三主主竺日

女
性
週
間
記
念
映
臨
会

シ
ネ
マ
の
申
の
女
た
ち

企
画
課
女
性
政
策
担
当
(
岡
⑧
5
1
1
2
)

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
(
固
③
2
9
8
8
)

マ
と
き

5
月
7
日
幽
午
後
6
時

加
分

i
9時
マ

と

こ

ろ

上

田

で

ん
き
館
I

マ
内
容
①
『
女
性
週

間
』
と
は
②
映
画
『
が
ん
ば
っ
て

い
き
ま
っ
し
ょ
い
』
マ
入
場
料

無

料

マ

定

員

1
0
0名
(
整
理

券
必
要
。
市
役
所
受
付
、
市
民
プ
ラ

ザ
・
ゅ
う
、
豊
殿
・
塩
田
・
川
西
各

支
所
、
上
田
で
ん
き
館
で

4
月
初
日

か
ら
一
人
2
枚
ま
で
受
け
付
け
)

マ
託
児

2
歳
i
6歳
(
市
民
プ
ラ

ザ
・
ゅ
う
に
事
前
に
申
し
込
み
を
)

上
回
森
林
の
倶
楽
部
主
催

第

5
図
た
ら
の
め
ま
つ
り

農
林
課
(
固
⑫
5
1
2
2
)

マ
と
き

5
月
2
日
間
午
前
日
時

i
午
後
2
時

マ

と

こ

ろ

浦

里

小

学
校
校
庭
(
雨
天
決
行
)
マ
内
容

た
ら
の
め
・
木
工
品
等
の
販
売
、

乗
馬
コ
ー
ナ
ー
な
ど

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
O
A

セ
ミ
ナ
ー
と
イ
ベ
ン
ト
ヘ

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
(
岡
⑧
1
0
0
0
)

.
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
野
外
音
楽

イ
ベ
ン
ト
「
m
l
豆

5
古

2
2
0」

マ
と
き

5
月
4
日
例
正
午
i
夕

方
マ
と
こ
ろ
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

相談名 日 時 会場など

5月14日佳)
法 f車 相 談 13:30.......15:30 
(予約制) 5月28日佳)

13:30.......15:30 受付は...

土地建物相談
5月13日体)

市役所
生活環境課13:00.......16:00 

市民事 相談
(本庁舎1階)

毎週月~金曜日交通 故相談
9 :00.......16:00 

? 女 t性 中目 吾ωイ火κ 

;宅 J1 呈 本目 5炎 毎週月~金曜日 (fi直福通祉@課2000) 9 :00.......16:00 O 
母 子 キ自 ー炎

毎週月~金曜日 O 福祉課
9 :00.......16:00 (内線1608) 

人権・悩みごと相談
5月6日(木) 人権庁問和対策階課) 
13:00.......16:00 (南舎1

農地問題相談
毎週月~金曜日 農業庁委員会
8 :30.......17:00 (本舎2階)

fT 政 相 5炎
5月10日但)

よ田西武10:00.......15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
10:00.......15:00 

福祉よろず相談
毎週月~金曜日
9・00.......16・。。

社(fi会@福8祉O協8議O会) 
法 律 中日 談 5月15日(土)
(予約制) 10:00.......正午

』宅 童 本目 談
毎週土曜日
13 : 30.......15 : 30 

結 婚 キ自 きロMクt4 
毎週水曜日

社(fi会⑫福3祉O協8議2会) 
10:00.......15:00 

法 律 キ自 き似，<).κE 5月19日制
(予約制) 13:30.......15:00 

上(fi回@商4工5会0議O所) 
保険年金相談

毎週月~金曜日
9 :00.......16:00 

毎週月~金曜日 上高回(岱齢パ@ 者職業相談窓高齢者職業棺談 ( トサテライト内)
8 :30.......17:00 80 1 1) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日

子育部(fi保て@支育3援盟0セ内9相ン6談空)一
(電話相談) 9:00.......16:00 

保育・子育て相談 毎週火・木曜日
南 室

(面接相談) 9 :00.......16:00 

月の相談

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
も
、
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
等
が
受
け
ら
れ
る

『市
民
力

l
ド
』

U
E
D
A
芝
生
マ
内
容
テ
ク
ノ
、

ロ
ッ
ク
等
の
演
奏
マ
参
加
予
定
者

M
o
o
H
、
長
野
大
学
テ
ク
ノ
同

好
会
ほ
か
マ
入
場
料
無
料

-
こ
ど
も
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
全
館

無
料
開
放
/

マ
と
き

5
月
5
日
附

.セミナ一日程表

講座名 日時 料金 対象 疋:A貝口

「こどもの日企画J5月2日(日)
500 
小学生以下の

パソコンで 午前10時 子どもと保護 16*J1. 
こいのぼりを作ろう/~正午

円
者のぺア

だれでも簡単/5月8日(土)
1500 

インターネット 午後1時30分 初級者 16名
入 門 ~3時30分

円

世界中の人へ 4月24日出
1500 

メッセージノ 午後1時30分
円
初級者 16名

電子メール入門 ~3時30分

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

の
た
め
、
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

催
。
そ
こ
へ
出
庖
を
希
望
さ
れ
る
か

た
を
募
集
し
ま
す
。

マ
と
き

5
月
初
日
目
午
前
日
時

i
午
後

2
時
(
雨
天
の
場
合
中
止
)

マ
と
こ
ろ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

マ
資
格
ご
み
減
量
、
リ
サ
イ
ク

ル
を
心
掛
け
て
い
る
個
人
・
グ
ル
ー

プ
(
業
者
の
か
た
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
)
マ
募
集
印
庖
舗
(
申
し
込

へA 
nu 

F
ト」
川
Uい「ン一フアイ「アメ

立
女直

o

、
ぞ
は
う
み
ど
込
で
し

話
申
電
※
 

1
1
庖

一

関
田

5

み

多

数

の

場

合

抽

選

)

マ

出

庖

附

加

れ

無
料
マ
主
催
ご
み
減
量
ア
ド
バ
錦
コ
括
.
グ

釜
棉
『
ノ
訓
M7

、，

イ
ザ

l

マ
申
し
込
み

5
月
初
日
鰯
イ
上
ピ

州
制

3
〆
、
ツ

附

ま

で

に

環

境

業

務

課

へ

掘

に

ふ

ヨ

佐
、
お
シ

配
設
は
九
官
官
守
1

1

1

品
1
岬

資

格

取

得

講

習

会

町

一

一

d
-
t
ゅ

州
市
骨
川
置
門
市
働
中
山
明
性
服
け
底

)

r

、
イ
田

マ
と
き

5
月
お
日
昧
・
同
幻
日
日
庖
田
上

倒
午
前

9
時
i
午
麦

4
寺
O
分

マ

判

和

上

コ

ノイ

H
3

告

秋

ヤ

ス

と
こ
ろ
上
田
市
民
会
館
マ
資
格
け
友
ツ
ヤ

引
西
マ
ジ

防
火
管
理
業
務
を
行
う
こ
と
の
で

き
る
管
理
的
な
立
場
に
あ
る
か
た
同
明
日
間

マ

定

員

先

着
1
0
0名
マ

受

講

1

8
日

2

月

月

月

月

料
(
テ
キ
ス
ト
代
含
む
)
会
員
3
5
5
5
5

5
0
0
円
、
非
会
員
5
0
0
0
円

呈

七

丸

マ
申
し
込
み

4
月
初
日
側
1
5
月

間

J
川

凶
日
附
に
消
防
本
部
予
防
課
へ
。
の
仰
ほ

月

初

即

長
官
笠
宮
町
!
日
初
日

準

備

購

習

会

列

飢

%

|
和
附
和
町
駅
跡
劃
配
動

ι配
Z
E山
|
イ
慨
臥

地
方
事
務
所
総
務
課
(
固
⑫
1
2
6
0
)

t
川

明

日

I

l

l
i

-

-

-

I

l

l

i

-

-

-

-

-

-

-

ー

ー

ー

リ

F
レ

・

危

険

物

取

扱

者

試

験

ド

F
引
い

マ
と
き

6
月
別
日
目
マ
と
こ
ン
ト
ー

ろ
市
内
(
会
場
は
後
日
連
絡
)
乍
削
怯

マ
申
し
込
み

4
月
日
日
働

i
同
幻

J
J
山

町

州

日
山
w

マ
願
書
の
請
求
消
防
本
部

r
相

柿

予
防
課
、

地
方
事
務
所
総
務
課
ヘ
。
円
四
紙

・
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
目
古

マ
と
き

6
月
3
日
術
マ
と
こ

ろ
上
田
市
民
会
館
マ
申
し
込
み

4
月
間
日
働
i
同
幻
日

ω
マ
受

講

料

有

料

フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
う
え
だ

ω

あ
な
た
も
出
腐
し
ま
せ
ん
か
?

環
境
業
務
課

(固
⑫

0
6
6
6
)

71.4.16 

へ
の
切
り
替
え
は
お
済
み
で
す
か
。
マ
問
い
合
わ
せ

市
民
課
(
固

@
5
3
3
4
)

[5J 



勤労青少年ホーム
5月開講講座ヘ.ノ
じ>対象 35歳までの勤労青少年 b 
申し込み 受講料を添え、4月26日(月)

~同28日(水)に勤労青少年ホームへ 〈電

話も可)0 1>受付時間 午後零時30
分~9 時〈日曜・祝日は休館日) 1> 

受講料 1800円 〈ほかに、利用者

協議会費500円) 1>問い合わせ

勤労青少年ホーム 〈圃②71 1 7) 

園 5月開講講座日程表
講座名 曜日 期間 回数 定員 材料費等

料理教室 月
5/10 12回 18名 材料費5000円
~7 月 程度 (12回分)

料理教室 火
5/11 12回 18名 材料費5000円
~8 月 程度 (12回分)

初級英会話
火
5/11 12回20名 テキス卜代

教室 ~8 月 (3150円〉
着付け

水
5/12 12回 18名

半巾帯び・

教室 ~7 月 着物

エアロ
水
5/12 12回30名 運動のできる

ビクス ~7 月 服装

料理教室 木
5/13 12回 18名 材料費5000円
~7 月 程度 (12回分)

絵画教室
木
5/13 12回20名

詳細は、ホー

油絵 ~7 月 ムまで

氏名 住所・電話

殿城1290 
三井宣茂

固⑫5425
古安首3986

坂田 z耳tEZ 

固@2457

関 清子
常磐城5-4-6

固③1466

長谷川芽生
御所205-11

固⑫1400

-行政相談委員(敬称略)『一日合同行政相談所」

5月7日に開設します
国・県・市の行政について苦情・要望・

意見などお持ちのかたはどうぞお出かけく

ださ l¥o

bとき 5月7日倒午前10時~午後3時
bところ 上田西武5階市民ギャラリ-
1>参加機関 弁護士、税務署¥地方事務

所¥市役所、行政相談委員など じ>問い合

わせ生活環境課 〈固@51 20) 

※活動時間 英会話教室ー ・午後 7 時30分~8 時30分
エアロビクス ..午後 7 時~8 時30分

その他の講座ー・午後 6 時30分~8 時30分

お知らせま
ち
づ
く
り
を
応
援
/

『
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
上
回
』
事
業

商
工
課

(固
⑧
5
3
9
6
)

ふ
る
さ
と
創
生
1
億
円
を
活
用
し
、

地
域
の
連
帯
感
を
高
め
、
快
適
で
住

み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
『
ク

リ
ー
ン
シ
テ
ィ
上
回
』
事
業
。

市
で
は
、
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
が

自
分
た
ち
の
企
画
に
よ
り
自
分
た
ち

の
手
で
行
う
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
対

し
、
次
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

マ
補
助
対
象
事
業

①
緑
化
推
進

(
緑
化
木
、
花
の
植
栽
、
プ
ラ
ン
タ
!

の
設
置
)

②

景
観
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り

(ブ
ロ
ン
ズ
像
・

案
内
板
な
ど

の
設
置

)

③

そ
の
他
マ
補
助
対

象
経
費

事
業
に
必
要
な
経
費
(
事

務
的
経
費
、
用
地
取
得
費
、
維
持
管

理
費
、
補
修
費
な
ど
は
除
く
)

マ

補
助
率
叩
分
の

6
以
内
(
限
度
額

日
万
円
)

マ
申
し
込
み

5
月
比

日
働
ま
で
に
商
工
課
へ
。

お
出
か
け
く
だ
さ
い

室
賀
混
泉
さ
さ
ら
の
湯

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
(
固
⑪
1
1
2
6
)

室
賀
温
泉
で
は
、
市
内
に
限
り
、

日
i
M名
の
団
体
で
来
館
の
か
た
を

対
象
に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
る
送

迎
を
行
っ
て
い
ま
す
(
要
予
約
)
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
室
賀
温
泉
の
一
角
に
『
そ
ば
処
さ

さ
ら
亭
』
が
オ
ー
ブ
ン

室
賀
地
区
の
地
粉
と
天
然
水
を
材

料
に
使
っ
た
手
打
ち
そ
ば
を
ど
う
ぞ
。

マ
営
業
日
時
月
・
金
・
土
・
日
曜

日
午
前
日
時
i
午
後

2
時

閤
民
年
金
保
険
料

平
成
行
年
度
は
据
え
債
き

国
保
年
金
課

(固
⑧
4
1
0
0
・

困
1
3
6
5
・
1
3
6
6
)

平
成
日
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
前
年
と
同
額
の
月

1
3
3
0
0

円
に
据
え
置
か
れ
ま
し
た
。

-
お
得
な
割
引
前
納

保
険
料
を
納
付
す
る
方
法
は
、
毎

月
納
付
す
る
方
法
と

6
か
月
ま
た
は

1
年
分
を
前
納
納
付
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。
前
納
制
度
を
利
用
す
る
と

別
表
の
と
お
り
保
険
料
が
割
引
に
な

り
た
い
へ
ん
お
得
で
す

(表

1
)0

.
前
納
・
口
座
振
替
プ
レ
ゼ
ン
ト

保
険
料
を

1
年
前
納
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
付
し
た
か
た
の
う
ち
、
抽

選
で
保
養
セ
ン
タ
ー
宿
泊
券
な
ど
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

マ
対
象
者
日
年
度
の

1
年
間
の

保
険
料
を
前
納
し
た
か
た
、
今
年
3

月
ま
で
に
保
険
料
の
口
座
振
替
を
申

し
込
ま
れ
た
か
た
な
ど

マ
応
募
方

法
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
応
募
資
格
の

種
類
(
口
座
振
替
ま
た
は

1
年
前
納
)

を
記
入
し
、

5
月
7
日
働
ま
で
に
県

庁
社
会
部
国
民
年
金
課
内
「
前
納
・

口
座
振
替
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
」
(
干

3
8

0
1
8
5
7
0長
野
市
南
長
野
)
へ
0

・
年
金
給
付
額
の
引
き
上
げ

老
齢
基
礎
年
金
等
の
給
付
額
が
、

4
月
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
(
表
2
)
0

.
新
社
会
人
の
皆
さ
ん
ヘ

[6J 

就
職
し
て
、
厚
生
年
金
に
加
入
し

た
か
た
は
、
国
民
年
金
の
異
動
の
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

11.4.76 

-国民年金保険料と前納割引(表1)

区 分 毎月納付の保険料 前納の種類 前納の保険料 害IJ 写| 額 納 期

1年前納 155，750円 3，850円 4月30日
月額

前期分13，300円 157，840円定額保険料
年額 6か月前納 (78，920円 1，760円

4月30日

159，600円 x2回)
後期分

10月29日

1年前納 160，430円 3，970円 4月30日

定額保険料
月額

前期分
+ 
13，700円 162，580円

4月30日
付加保険料

年額 6か月前納 (81，290円 1，820円
後期分164，400円 x2回)
10月29日

年金の種類 同10年4月(円)同11年4月(円)
老齢基礎年金 799，500 804，200 
障害基礎年金 (1級) 999，400 1，005，300 

(2級) 799，500 804，200 
遺族基礎年金 (子1人) 1，029，500 1，035，600 

[基本] (799，500) (804，200) 
[加算] (230，000) (231，400) 

障害年金 (1級) 999，400 1，005，300 
(2級) 799，500 804，200 

母子年金 (子1人) 1，029，500 1，035，600 
[基本] (799，500) (804，200) 
[母子加算] (230，000) (231，400) 

老齢福祉年金 409，600 412，000 
一部支給停止後の額 316，500 317，300 

障害年金・遺族年金 799，500 804，200 
(最低保障額、旧法)

遺族年金 1，527，800 1，536，900 
(2子・最低保障額、
旧法)

[基本] (799，500) (804，200) 
[寡婦加算] (268，300) (269，900) 
[加算] (460，000) (462，800) 

.給付額の引き上げ(表2) 



統一地方選挙

投票日

4月25日(日)

健全な国保財政運営のため
保険税はこうして計算されます

間::t=i昌寺i事家主=~旗宰ヨ

みんなそろって投票しましょう O

-上田市選挙管理委員会・

平
成
叩
年
度
新
た
に
供
用
を
開
始

す
る
区
域
が

3
月
幻
日
付
け
で
告
示

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
告
示
さ
れ
た
主
な
区
域
は
、

新
田
、
上
川
原
柳
町
、
染
屋、

長
島
、

金
井
、
山
口
、
金
剛
寺、

伊
勢
山
、

大
久
保
、
国
分
、
黒
坪
な
ど
の

一
部

で
面
積
は
、

η
・
川
出
凶
で
す
。

こ
の
区
域
の
図
面
な
ど
は
、
水
道

局
計
画
管
理
課
(
市
役
所

1
階
)
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
0

・
水
洗
化
工
事
は

一
日
も
早
く

告
示
さ
れ
た
区
域
の
皆
さ
ん
は
、

法
令
に
よ
り
、
告
示
の
日
か
ら

6
か

月
以
内
に
台
所

・
ふ
ろ

・
洗
面
所
な

ど
の
排
水
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
た
め
の
設
備
を
新
設
し
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

(
ト
イ
レ

の
水
洗
化
に
つ
い
て
は

3
年
以
内
)。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
建
設
工
事
に
ご
協
力
を

下
水
道
管
の
布
設
工
事
な
ど
で
、

関
係
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
通
行
止
め

な
ど
た
い

へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
工
事
の
日
程
は
、

自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
連
絡
し
ま
す
。

緑
豊
か
な
衝
を
作
ろ
う

生
け
塩
づ
く
り
を
応
援

景
観
建
築
課

(⑫
5
4
3
0
)

マ
対
象
生
け
垣

道
路
に
面
し
連

続
し
て

5
m
以
上
の
も
の

(
ほ
か
に

も
条
件
あ
り
。
必
ず
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
)

マ

補

助

額

2
分
の

1
以
内

マ
限
度
額

5
万
円

(既

存
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
を
撤
去
し
て
生

け
垣
を
つ
く
る
場
合
は
叩
万
円
)

.平成11年度国民健康保険税の計算方法

国保税は¥他の社会保険等が所得比例になっているのに対

し¥所得や資産等その人め負担能力に応じた負担部分と、一

世帯および被保険者一人当たりに一定額という負担部分とを

それぞれ算出し、その合計額が税額となります。

①所得害Ij...6.1 % 

-給与所得者は

[10年中の収入金額-給与所得控除額一基礎控除 (33万
円十2万円)JX6.1%

-給与以外の所得者は

[10年中の収入金額一必要経費(青色専従者給与額およ

び事業専従控除額を除く)-基礎控除33万円JX6.1%
.公的年金等の収入のあるかたは

[10年中の収入金額一公的年金等控除額一基礎控除33万

円JX6.1 % 
ただし¥昭和9年 1月1日以前に生まれたかたは¥

らに17万円の控除があります。

注)土地建物等の譲渡所得については¥国保税は特別控

除前の額に税率を乗じて計算します (公共事業等で土地

建物を売却し¥譲渡所得があった場合も課税されます〉。

②資産割-・・27%

固定資産税額のうち土地、家屋にかかる部分の額x27%

③均等害卜・被保険者一人当たり ・一年 16， 000円

④平等割…一世帯当たり …・・……・年 18， 000円

-①+②+③+④=53万円を超える場合は¥53万円となり

ます(最高限度額〉

・保険税の減額

所得申告の済んでいる世帯で一定の所得額以下の場合は¥

減額制度が適用され¥均等割 ・平等割の部分で次のとおり軽

減されます。

公
共
下
水
道

供
用
開
始
区
域
が
拡
大
に

計
画
管
理
課

(圃
⑧

8
2
4
3
)

大」

軽減の種類 軽減の条件 軽減 額

世帯主および国保加入者の
均等割(1人当たり) 9，600円

6割軽減
所得合計額が33万円以下

平等割(1世帯当たり)
10，800円

世帯の所得合計額が[33万 均等割(1人当たり) 6，400円
4割軽減 円+(24.5万円 ×世帯主以 平等割(1・世帯当たり)

外の国保加入者数)J以下 7，200円

長
野
県
道
路
公
社
の
有
料
道
路

関
数
券
料
金
一
部
鍍
下
げ

長
野
県
道
路
公
社

(固
0
2
6
2
3
4

6
8
8
3)

長
野
県
道
路
公
社
の
有
料
道
路
で

は
、
お
得
で
お
求
め
や
す
い
閃
回
通

行
回
数
券
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

一
回
通
行
料
金
の
切
回
分
の
料
金
で

ω回
の
通
行
が
で
き
、
叩
回
分
の
お

得
で
す
。
ま
た
、
従
来
ど
お
り
日
回

券
と

1
0
0
回
券
も
販
売
し
て
い
ま

す
。
お
求
め
は
各
有
料
道
路
料
金
所
、

長
野
県
道
路
公
社
本
社
で
ど
う
ぞ
。

-昭和9年1月1日以前に生まれたかたの公的年金の所得

からは、さらに15万円を控除した額で判定します。

-国保に加入していない世帯主も減額認定の対象として計

算されます。

※国保税の納税通知書 ・納付書の送付は、 7月上旬になりま

す。また、 納付は7月から翌年3月まで毎月の9回です。

.問い合わせ 国保年金課(直通固⑫5118・固⑫4100

困1362・1367・1368)

江戸時代、佐渡金山から産出された金銀が江戸まで輸送されたルートを、昔のま

まの姿で歩くイベント 『金の道佐渡から江戸へ』の歩行隊が5月16日(日)によ田市を
通過します。[>問い合わせ 金の道佐渡から江戸ヘ実行委員会(固0259-74-2220)

|時佐一戸ヘ l

5月m日(日)上田市を通過|
11.4.76 [7J 



21世紀へのラブレター加藤登紀子
5月6日(木)・市民会館

第一中学校

旧校舎を一般公開します
移転改築した第一中学校の旧校舎を一般公開します。

旧校舎は取り壊す予定ですので、この機会にご覧くだ

さし iO

bとき 4月29日(桐・ 30日(翁午前10時~午後3時
bところ 旧第一中学校
じ>その他上履きをご持参くださ ~ì O

[>問い合わせ 学校教育課固⑫5101 

開場:午後5時30分

開演:午後6時30分

チケット 1，000円、

文化課・市民会館・市内各公民館でどうぞ

教育
市
制
施
行
問
周
年
記
念

よ
田
も
の
し
り
博
士
ク
イ
ズ
大
会

問
う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り

生
涯
学
習
課

(固
⑧
5
1
0
3
)

み
な
さ
ん
を
生
み
育
て
て
く
れ
た

「
ふ
る
さ
と
上
田
」
の
歴
史
や
文
化

に
つ
い
て
い
っ
し
ょ
に
学
び
、
郷
土

の
す
ば
ら
し
さ
を
知
ろ
う
。

上
位
入
賞
者
に
は
「
上
田
も
の
し

り
博
士
」
の
認
定
証
と
す
て
き
な
副

賞
を
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。

マ
受
付
時
間

5
月

5
日
側
午
前

日
時

ω分
(
)
(
1
0
0
0人
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
)
マ
受
付

場
所
上
田
城
や
ぐ
ら
門
前
(
こ
ど

も
ま
つ
り
は
上
回
公
園
全
域
)
マ

対
象
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で

(
た
だ
し
、
小
学
生
、に
限
り
、
大
人

1
人
の
付
き
添
い
参
加
可
能
)
マ

開
催
時
間
ロ
時
加
分

i

マ
開
催

場
所
市
営
陸
上
競
技
場
マ
内
容

上
田
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
マ
認
定

証
上
位
入
賞
者
に
認
定
証
、
副
賞
・
:

東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド

一
泊
ぺ
ア

ご
招
待
(
パ
ス
ポ
ー
ト
、
宿
泊
、
上

田
か
ら
の
往
復
交
通
費
)
ほ
か
。
参

加
者
全
員
に
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田
入

場
券
ほ
か
参
加
賞
。

山
本
鼎
記
念
館

美
術
館
講
座

山
本
鼎
記
念
館

(固
⑫
2
6
9
3
)

マ

時

間

午

後

1
時

ω分
1
3時

加

分

マ

会

場

市

民

会

館

2
階
会

議

室

マ

受

講

料

4
5
0
0
円

(
美
術
講
座

3
回
分

1
0
0
0
円、

美
術
館
巡
り

3
5
0
0
円
)

マ

定

員

ω名
(
先
着
順
)

マ

申

し

込

み

4
月
お
日
聞
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。
受
講
料
を
添
え
て
山
本
鼎
記
念

館
へ

-山本鼎記念館美術館講座期日と内容

回数 期日 ァーマ 講師

第一回
6月19日 「現代版画と私ーヨーロッパ 版画家

比) のアーテイスト事情-J 若林文夫さん

-信濃美術館(企画展「木版
美術館 7月3日 画の近代」展) 二紀会委員
巡り は) -須坂版画美術館 米津福祐さん

-池田満寿夫美術館

第二回
8月21日 「サクラクレパスと山 サクラアートミュージアム
(.t) 本鼎」 主任学芸員清水靖子さん

第三回
9月25日

「村山塊多と山本鼎」
信濃デッサン館館主

(土) 窪島誠一郎さん

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
よ
田
地
域

公
共
図
書
館
の
所
蔵
情
報
を

市
立
図
書
館
(
固
⑧
0
8
8
0
)

4
月

1
日
か
ら
、
上
田
地
域
公
共

蚕都うえだ
の残像

[8J 17.4.76 

図
書
館
の
所
蔵
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マホ
i
ム
ペ
l
ジ
ア
ド
レ
ス

¥
¥
当
者
名
・2Fo--間
三
℃

5月15日(む午後3時N5時
旧宣教師館(下之郷・リサーチパーク内)

じ>入場料一般 500円

[>定員 25名 (先着順)

じ>講師 吉沢政己さん(上田市文化財

保護審議会委員、信濃建築史

研究室代表〉

b申し込み 4月26日(月)から文化課
(固⑫51 02)で受け付
けます。

-所蔵情報を提供する公共図書館

上田市立図書館
(固@O880) 

上田市立図書館創造館分室
(固@1758)

丸子町立金子図書館
(固@241 4) 

東部町図書館

(圃@58 8 6) 
坂城町立図書館

(固@33 71 ) 
真田町図書館

(固⑫2200)
青木村図書館

(固⑩2224)

第
特
関
上
田
市
総
合
美
術
展
に

出
品
し
ま
せ
ん
か

中
央
公
民
館

(固
⑧
0
7
6
0
)

5
月
初
日
附
か
ら
開
催
す
る
上
田

市
総
合
美
術
展
の
出
品
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

マ
資
格
市
内
在
住
か
市
内
美
術

団
体
に
所
属
の
か
た
マ
出
品
料 ;::y' 

e→』
c+ 
・0

1
作
品
に
つ
き

1
0
0
0
円

マ
応

募
種
目
別
に
未
発
表
作
品

1
点
以

内

マ
搬
入
・
受
け
付
け

5
月
間

日
関
午
前

9
時

i
正
午
(
会
場
の
都

合
で
展
示
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
生
花
の
出
品
希
望
者
は

4
月
初
日
幽
ま
で
に
事
務
局
へ
連
絡

を
)

マ
搬
出

5
月
お
日
間
午
後

4
時

1
5時

園上田市総合美術展募集内容

洋画 130号以内(つり下げ用
日本画|のひもを付けること)

作品は全紙または判]で、
全紙のパネル張りかマッ
トパネル張り仕上げ、ま
たは全紙額装(ただし額
装のガラスをはずす)

半切大以内(横額も可)

制限なし

写真

道
一
刻
芸
画
花

書
一
彫
工
俳
生

-
上
田
市
総
合
美
術
展

マ
と
き

5
月
初
日
術

i
n
日
日

午
前

9
時

i
午
後

5
時
(
お
日
は
午

後

4
時

ま

で

)

マ

と

こ

ろ

中

央

公
民
館



スポーツ教室受講者募集

-楽しく体力っくり(春期)

bとき 5月28日"-'8月6日の金曜日計10回、午後7時
30分"-'9時 じ>会場市民体育館 [>対象市内在住か在

勤の一般男女(定員なし) [>参加料 2，000円 b申し込
み 5月21日後)まで、に参加料を添えて体育課へ

・車球、ラージボール車球

bとき 5月8日"-'8月21日の土曜日計10回、午前9時
30分"-'11時 [>会場勤労者体育センター じ>対象市内

在住か在勤の一般男女 [>定員 20人 [>参加料 3，000 
円 b申し込み 4月30日(金)までに参加料を添えて体育課
J¥ 

.レクリエーション車球

bとき 5月17日"-'9月8日計10回、午後7時30分"-'9
時 じ>会場勤労者体育センター じ>対象市内在住か在

勤の一般男女 じ>定員 20人 じ>参加料 3，000円 b申
し込み 5月7日{金)までに参加料を添えて体育課へ

.バスケットボール(前期)

bとき 6月2日"-'9月8日の水曜日計14回、午後7時

30分"-'9時 じ>会場市民体育館 [>対象市内在住か在

勤の一般男女 [>定員 30人 じ>参加料 3，000円 b申
し込み 5月21日佳)までに参加料を添えて体育課へ

.ナイターテニス 開催時聞の変更くおわび>

広報うえだ3月16日号でお知らせしましたナイターテニス

教室の開催時間が変更になりました。次のとおり訂正します。

じ>開催時間誤[午後7時30分-8時30分]→正[午後

7時-8時30分]

体育課圃⑫5105

全国一斉ウオークラリー上回大会
(市制施行80周年記念協力事業)

ウオークラリーは、コース図をたよりに、コース内に出題

されている課題を解きながら歩く野外活動。ご家族お友達と、

初めてのかたもお気軽にどうぞ‘。

bとき 5月16日(日)雨天決行 bところ 中央公民館
じ>参加料 700円 じ>持ち物昼食、雨具 bチーム編成
チームは3"-'6名で編成し、チーム名をつけてくださL、。

(チーム名コンテストがありますのでユニークなチーム名をお

待ちしています) [>申し込み 5月12日付く)までに参加料

を添えて体育課へ(当日申し込みも可。ただし、チーム名コ

ンテストは参加できません)

市制施行80周年記念

こどもの日すもう大会

bとき 5月5日 (こどもの日[>ところ 上田市営
相撲場 じ>対象市内の保育園、幼稚園、小・中学校に在

園・在学中のかた [>参加料 無料 b申し込み 4月28
日(樹まで・に体育課へ

アクアプラザ上田の教室

アクアプラザ上回国③2626

.アクアビクス 随時募集中

リズムに合わせてアクアダンス/ダイエットに最適ですo

bとき 毎週月曜日、午後7時"-'7時50分
・初心者水なれ教室 随時募集中

水に顔をつけるところからバタ足まで練習。その後は、ク

ロール教室で、息継ぎまで練習し、 25M完泳を目指します。

bとき 毎週月曜日、午後l時"-'1時50分

・マタニティー・スイミング 随時募集中

じ>対象 妊娠16週以上の妊婦のかた (主治医の診断書が

必要です) [>とき 毎週火・金曜日、正午"-'(50分間)

春季市民ゴルフ大会

bとき 5月30日(日)雨天決行 bところ 菅平高原カン
トリークラブ [>対象 市内在住か在勤の一般男女 [>定

員 220名 (55組、申込順) じ>参加料 1人 2，000円
(別途プレー代 9，000円、食事別) じ>競技内容 18ホール

ズ・ストロークプレー、ハンディキャップは新ぺリア方式

(同ネットの順位はハンデ‘ィ・生年月日順によります [>

申し込み 4月19日(月)，，-，5月19日(水)に参加料、出場者氏名・

住所・代表者連絡先を添えて体育課へ(なるべく 4人1組
でお申し込みくださしす

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

「
わ
が
ま
ち
上
聞
」

中
央
公
民
館

(圃
⑫
0
7
6
0
)

中
央
公
民
館
で
は
、
み
ん
な
で
地

域
の
現
状
や
課
題
を
学
び
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
上
回
に
つ
い
て
考
え
る

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
「
道
」
「
産
業
」
「
介
護

保
険
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

今
年
度
の
企
画
や
運
営
の
お
手
伝

い
を
し
て
く
だ
さ
る
か
た
(
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
)
を
募
集
し
ま
す
。

マ
締
め
切
り

5
月
口
日
間
マ

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
中
央
公
民

館
「
わ
が
ま
ち
上
田
」
係

ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
賞
に
中
央
公
民
館

(固
⑧
0
7
6
0
)

こ
の
ほ
ど
、
平
成
印
年
度
長
野
県

自
作
教
育
映
画
・
ビ
デ
オ
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
の
社
会
教
育
部
門
で
、
中
央

公
民
館
テ
レ
ビ
講
座
委
員
会
が
優
秀

賞
を
受
賞
。
受
賞
し
た
作
品
は
、

「
槌
音
は
響
く
j
野
鍛
冶
の
仕
事

i
」

で
4
月
幻
日

ω上
田
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ

ン

(
1
d
)

で
再
放
送
さ
れ
ま
す
。

公
民
館
で
は
受
賞
作
品
の
ほ
か
に

「
暮
ら
し
の
水
・
探
検
」
「
街
路
樹
の

あ
る
街
」
「
ふ
る
さ
と
の
工
芸

i
花

岡
塗

1
」
「
桶
j
そ
の
語
る
も
の

j
」

な
ど
の
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
も
し
て

い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

77.4.16 [9J 



『
休
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夜
間
の
医
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.母親学級の日程と内容

G H 

ド
T L A E H 

は
上
田
中
央
消
防
署
(
固
⑮
0
1
1
9
)
・
上
田
南
部
消
防
署
(
固
⑩
0
1
1
9
)
ヘ
問
い
合
わ
せ
を
。
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

回 月日 内
r谷，.て唱

<栄養について考えよう>
5月12日(水) 自己紹介(仲間づくり)

お母さんの栄養

<楽なお産のために>
2 5月19日(7.1<) 妊婦体操と呼吸(実演)

お母さんと赤ちゃんの歯を守るために

3 5月26日(水)
<体験してみよう>
赤ちゃんのおふろの入れ方(実演)

<赤ちゃんについて知ろう>

4 6月2日(水)
赤ちゃんの生活と保育
赤ちゃんの栄養
(母乳の話・おっぱいの手入れ)

| 健康推進課(闘訓

.麻しん予防接種[前期](個別接種)

平成9年11月1日~平成10年4月30日生まれのお子
さん

平成9年10月31日以前の生まれで未接種のお子さん
(ただし、 7歳6か月未満)

※①の対象者には通知(ハガキ)を送付します。

※時間は午後 1 時30分~4 時(受け付けは午後 1 時から)です。

※ 2回目の持ち物は、歯ブラシ、コップ、手鏡です。
※お子さん連れはご遠慮、くださ~ ¥0 

じ>実施期間 5月6日(木:)'"'-'5月31日(閉 じ>実施場所

別表委託医療機関 [>接種目数 1回 じ>持ち物

はがき(①の対象者のみ)、母子健康手帳(持参しな

いと受けられません)、体温計 じ>注意事項 ①事前

に医療機関に電話予約をしてからお出かけくださ L、。

②予診票は医療機関にあるものを使用してくださし iO

③体温は接種の直前に測りますので、お手数でも体

温計を持参してくださ~ io 

圃麻しん予防接種委託医療機関一覧表 (50音順)

じ>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・

1歳6か月児・3歳児〉…午後1時'""2時 ②2歳児教

室…午後1時'""1時15分[①、②とも午後零時30分以

前の受け付けはできません。] じ>持ち物 ①乳幼児

健康診査…母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、

おむつ、赤ちゃん手帳、歯ブラシ(1歳6か月児)04 

か月・10か月・ 1歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にあ

る健康診査票に記入してお持ちください。3歳児は、

健康診査票と視聴覚検査のアンケートをお送りします

ので、ご記入のうえ、お持ちください。また、尿検査

の容器もお持ちくださし 1。 ②2歳児教室…母子健康

手帳、おたずね用紙、歯ブラシ、 コップ、おやつ代

(実費)、 おやつ用はし ・スプーン ・フォークなどとお

皿

健康診査 実施日 生年月日

4カ月
5月6日 1 O.12.16~12.31 

5月18日 11.1. 1 ~ 1.15 

5月12日 10.6.16~6.30 
10ヵ月

5月19日 1 O. 7 . 1 ~ 7 .15 

1歳6ヵ月
5月13日 9.10.16~10.31 

5月27日 9.11.1 ~11.15 

3歳
5月14日 8.4.1 ~4.15 

5月28日 8.4.16~4 .3 0 

2歳児教室
5月11日 9.2.1 ~2.15 

5月25日 9. 2 .16~ 2.28 

(市役所南序舎2階)園保健センター

医療機関名(自治会名) 電話 医療機関名(自治会名) 電話

葦沢内科医院(下吉田) 35-3330 城南医院(御所) 22-3481 

荒井医院(下紺屋町) 22-0474 杉山クリニック(新田) 26-8200 

い内科クリニック(附) 21-3737 諏訪形クリニック(諏訪形) 25-5556 

飯島医院(築地) 22-5011 豊田医院(下紺屋町) 22-1158 

池田クリニック(川辺町) 22-5041 日新堂医院(馬場町) 22-0558 

上回生協診療所(上塩尻〉 23-0199 橋本医院(舞田) 38-2033 

上田原クリニック(川辺町) 26-3511 半田循環器科内科医院(中之条) 28-0888 

神藤クリニック(長島) 27-3331 堀こどもクリニック(中之条) 23-5566 

川西生協診療所(仁古田) 31-1411 松尾内科小児科医院(下常田) 22-1355 

川西病院(保野) 38-2811 三原内科医院(中之条) 27-6500 

かんがわクリニック(久保林) 34-5151 宮坂内科小児科医院(下常田) 22-0759 

小井土内科医院(下川原柳町) 27-6666 宮下内科小児科医院(よ堀) 22-1233 

甲田内科小児科診療所(石神) 38-3065 村上医院(末広町) 22-3740 

こさとクリニック(染屋) 28-4111 室賀診療所(よ室賀) 31-1070 

小松内科宿環器科医院(上川原柳町) 27-2200 柳沢病院(北大手) 22-0109 

五野医院(下小島) 38-0101 山極内科医院(別所) 38-7388 

斉藤外科医院(下青木) 35-0887 山越医院(国分) 26-5800 

ささき小児科医院(捌t) 27-7700 山田内科医院(下之郷) 26-8181 

佐藤医院(五加) 38-2543 吉田こども医院(踏入) 24-1222 

佐藤青腸科内科医院(鷹匠町) 22-2342 和方内科(塩田新町) 38-2540 

塩田病院(中野)"38-2221 

F¥ 「母親学級」-お産の不安を和らげる

[10J 

1O . 12.16~11.1 .15 

1O. 6 .16~ 7 .15 

9. 9 .16~ 11.15 

11.4.16 

5月10日

5月21日

お産に対する不安を和らげ、安心して丈夫な赤ちゃ

んを産み育てていくためのお手伝いをさせていただく

のが母親学級です。予約は不要ですので直接どうぞ、O

[>対象 妊娠中のかた(出産予定日…8月 ・9月ま

でのかた)， [>ところ 塩田母子健康センタ- [>持

ち物 母子健康手帳・筆記用具・テキスト代500円



4月5日、市内の小学校で一斉に入学式が行われ、
1，228人の新1年生が誕生しました。ここ西小学校では、

79人が入学し、新しい学校生活の始まりを祝いました。

小・中学校では、この4月から児童・生徒の名簿を男

女混合にしました。男女混合名簿は、女性も男性もとも

に社会のあらゆる分野に参画し、男女平等社会を築くと

いう方針に基づいて、学校でも男女平等教育を推進して

いく一環として実施され、西小学校の入学式では、新入

児の名前を男女混合の生年月日順にするなどの配慮がさ

れました。

在校生に歓迎されて入場しました

[11J 71.4.16 
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地
域
の
皆
さ
ん
の
青
少
活
動

を
応
援
し
ま
す
ノ
.

上
田
市
で
は
、
青
少
年
の
皆
さ
ん
が
地
域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
や
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
奨
励
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
、
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
子
ど
も

会
育
成
会
事
業
な
ど
を
、
そ
し
て
、
青
年
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域
で
活
動

す
る
団
体
や
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

ー
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
ヘ

-
地
域
の
活
動
に
つ
い
て

幅
川
]
「
子
ど
も
会
育
成
会
」
っ
て
何
?

画
凶
ほ
と
ん
ど
の
地
区
に
「
子
ど
も
会
育
成

会
」
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
小
・
中
学
生
が
年
齢
を
超
え
、
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
活
動

を
行
う
た
め
の
集
ま
り
が
「
子
ど
も
会
」
。
そ

し
て
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
考
え
「
子

ど
も
会
」
の
活
動
を
応
援
す
る
大
人
の
皆
さ

ん
の
会
が
「
育
成
会
」
で
す
。

幅
四
〕
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
?

両
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
伝
統
文
化
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
、
キ
ャ
ン
プ
、
奉
仕
活
動
な
ど
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
上
田
市
全
体
の
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
が
あ
り
、
各
育
成
会
の
事
業
を
応

援
し
、
市
全
体
の
行
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
、
ふ
る
さ
と
発
見
事
業
、

リ
ー
ダ
ー
研
修
、
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
サ
ー
ク
ル

の
紹
介
を
し
ま
す
。

幅
国
「
ふ
る
さ
と
発
見
事
業
」
と
は
?

両
国
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て

自
分
た
ち
で
テ
l
マ
を
決
め
、
調
べ
、
考
え
、

発
表
な
ど
を
し
ま
す
。
こ
れ
を
通
じ
、
視
野

を
広
げ
、
地
域
に
対
す
る
愛
着
を
持
つ
機
会

と
し
ま
す
。

例
え
ば
、
小
牧
城
探
検
、
伝
統
芸
能
神
楽

の
伝
承
、
長
島
ク
リ
ー
ン
探
偵
団
な
ど
、
地

域
性
の
あ
る
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
崎
直
「
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
っ
て
何
?

園
川
四
年

2
回
、
市
民
の
森
や
青
年
の
家
で
、

長
野
大
学
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
の
指
導

で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
た
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

両
国
「
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
」
っ
て
何
?

函
置
週
末
の
休
日
を
使
っ
た
事
業
。
「
河
援

隊
」
(
か
わ
え
ん
た
い
)
は
、
イ
ワ
ナ
の
卵
を

各
家
庭
で
ふ
化
さ
せ
、
ち
魚
の
放
流
を
す
る

イワナのち魚の放流

こ
と
で
命
の
大
切
さ
、
自
然
の
大
切
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
「
親
川
組
」
(
し
ん

せ
ん
ぐ
み
)
で
は
、
川
に
親
し
み
、
自
然
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
親
子

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
ま
す
。

副
団
「
子
ど
も
会
」
に
は
、
い
つ
で
も
、
だ
れ

で
も
入
れ
る
の
?

両
閣
]
入
れ
ま
す
。
地
区
に
子
ど
も
会
育
成
会

の
役
員
の
か
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、

直
接
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
の
か
た
は

生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
0

.
こ
れ
か
ら
市
で
取
り
組
む
、
国
の
「
こ
ど

も
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

こ
れ
は
、

2
0
0
2年
の
完
全
学
校
週

5

日
制
を
目
指
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
受
け
入

れ
を
地
域
で
す
す
め
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
で
す
。

幅
制
)
「
子
ど
も
放
送
局
」
と
は
?

漏
出
子
ど
も
た
ち
が
地
元
に
い
な
が
ら
一
流

の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
学
者
の
か
た
の
お
話
を
聞

[12J 

い
た
り
対
話
が
で
き
る
も
の
で
す
。

上
田
市
で
も
信
濃
国
分
寺
資
料
館
、
上
田

創
造
館
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
に

設
置
の
予
定
で
す
。

画
団
「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
と
は
?

W
E
]
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
場
や
学
校
が
休

み
の
日
の
行
事
を
中
心
に
情
報
を
収
集
し
、

子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
た
り
相
談
に
応
じ
ま
す
。

上
田
市
で
も
準
備
中
で
、
今
後
、
情
報
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
遊
び
、
ス
ポ
ー
ツ
、
お
祭
り

な
ど
ど
ん
な
情
報
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

副
叫
]

「
子
ど
も
地
域
活
動
促
進
事
業
」
と
は
7

圃
国
子
ど
も
た
ち
が
伝
統
文
化
に
触
れ
た
り
、

自
然
の
中
で
の
体
験
を
通
し
て
、
豊
か
な
心

を
は
ぐ
く
む
よ
う
な
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

11.4.16 

-
う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り

毎
年
5
月
5
日
の
こ
ど
も
の
日
に
、
上
田
城

跡
公
園
で
行
わ
れ
、
今
年
で
お
回
を
数
え
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
楽
し
い
催
事
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お

兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
の
手
で
行
わ
れ
、
今
年
も
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。ま
た
、
現
在
、
中
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
中
で
す
。
詳
し
く
は
、
担
任
の
先
生

に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

-
上
田
も
の
し
り
博
士
ク
イ
ズ
大
会

今
年
、
市
制
施
行
別
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

こ
ど
も
ま
つ
り
の
中
で
「
上
回
も
の
し
り
博
士
ク

イ
ズ
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料
で
、

賞
品
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

8
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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青
年
の
皆
さ
ん
ヘ

皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
「
上
田
市
」
。
青
年
活

動
を
通
じ
、
皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
に
つ
い

て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

幅
凶
青
年
活
動
は
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
の
?

両
凶
た
と
え
ば
、
「
上
田
市
青
年
団
体
連
絡

協
議
会
」
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
青
年
団
体

が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
上
田
青
年
会
議
所
、

上
田
熱
風
ク
ラ
ブ
、
上
小
航
跡
の
会
、
上
田

農
業
青
年
会
議
、
川
西
青
年
団
、
上
田
イ
ベ

ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

幅
閣
]

「
青
年
の
船
」
っ
て
聞
い
た
ん
だ
け
ど
7

W
凶
長
野
県
主
催
の
「
信
州
青
年
洋
上
セ
ミ

ナ

l
」
は
、
今
年
で
お
回
目
。
全
県
か
ら
参

加
す
る
皆
さ
ん
と
船
で
中
国
に
行
き
、
交
流

第一中学校
新しい校舎でスター
4月6目、国分上沖地籍に移転した第一中学校の

入学式と新校舎使い初めの式が行われました。新た

な環境の第一中学校で、生徒たちの学校生活が始ま

りました。

卜

新
校
舎
使
い
初
め
の
式

)ノ

を
通
じ
、
自
分
の
こ
と
や
地
域
の
こ
と
を
考

え
る
機
会
に
し
ま
す
。
今
年
は
、

7
月
刊
日

出
か
ら

7
月
日
日
開
の
刊
日
間
。
青
年
の
か

た
も
壮
年
の
か
た
も
申
し
込
み
は
、

5
月
幻

日
幽
ま
で
で
す
。

同
団
ほ
か
に
は
、
何
か
あ
り
ま
す
か
。

同
団
そ
の
ほ
か
に
も
、
各
公
民
館
、
勤
労
青

少
年
ホ
l
ム
、
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
、
体
育

課
な
ど
で
も
青
少
年
を
対
象
に
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

-
う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り
の
実
行
委
員
募
集

う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り
の
企
画
、
運
営
を
す
る

実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

-
全
国
キ
I
パ
l
ソ
ン
の
会
問
信
州
上
田

「
全
国
キ
!
パ

1
ソ
ン
の
会
」
と
は
、
全
国

各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
交
流
、
学
習
を
し
て
い
る

会
で
す
。
そ
の
上
回
大
会
が
聞
か
れ
ま
す
。

マ
期
日

7
月

μ
日
出
i
お
日
目

マ
場
所
旧
別
所
小
学
校

マ
内
容
住
民
主
体
の
ま
ち
守
つ
く
り
活
動
の
新

た
な
手
法
に
つ
い
て

企
画
実
行
委
員
を
募
集
中
で
す
。

-
日
本
都
市
青
年
会
議
信
州
上
回
大
会

日
本
都
市
青
年
会
議
は
、
全
国
の
、
団
体
ま

た
は
個
人
で
、
青
年
の
社
会
参
加
と
青
年
団
体

活
動
の
推
進
に
つ
い
て
考
え
る
皆
さ
ん
の
集
ま
り

で
す
。
文
部
省
の
後
援
を
得
て
、
毎
年
全
国
各

地
で
全
国
大
会
を
開
催
し
、
羽
田
を
数
え
ま
す
。

マ
信
州
上
回
大
会

市
制
施
行
別
周
年
を
記
念
し
、
上
田
の
青
年

た
ち
の
手
に
よ
り
「
第
初
回
日
本
都
市
青
年
会

3
月
日
日
、
昨
日
、
引
日
に
は
、
生
徒
、

P
T
A
、
教
職
員
な
ど
関
係
者
で
引
っ
越

『
レ
本
「
レ
土
品
『
レ
払
ん
。

3
月
行
日
、
旧
校
舎
で
は
最
後
と
な
る
卒

業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
」
の
企
画
、
運
営
を
進
め
、
上
田
市
か
ら
全

国
に
向
け
情
報
発
信
を
し
ま
す
。

マ
期
日
刊
月
初
日
出

i
日
月

1
日
側

マ
場
所
信
州
大
学
繊
維
学
部
講
堂
、
文
化
セ

ン
タ
ー
ほ
か

現
在
、
企
画
、
運
営
を
進
め
る
実
行
委
員
を

募
集
中
で
す
。
ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
の
ご
意

見
だ
け
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

-
成
人
式
運
営
委
員
の
募
集

成
人
式
は
、
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
に
企
画
、

運
営
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
平
成

ロ
年
は
、

1
月
刊
日
仰
の
成
人
の
日
に
、
地
域

ご
と
に
開
催
の
予
定
で
す
。

以
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
、
機
会
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
ば
、

生
涯
学
習
課
(
圃
⑫
5
1
0
3
)
ま
で
ど
う
ぞ
。

17.4.16 

3
月
お
日
の
新
校
舎
一
般
公
開
に
は
、
お

よ
そ
5
0
0
0
人
の
か
た
が
見
学
に
来
ま

し
た
。

[13J 



暮
ら
し
に
潤
い
と
彩
り
を

文
化
公
演
事
業
を

実
施
し
ま
す

グ
レ
ン
・
ミ
ラ
l
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

市
民
の
皆
さ
ん
の
芸
術

・
文
化
へ

の
関
心
の
高
ま
り
に
こ
た
え
、
優
れ

た
芸
術

・
文
化
を
気
軽
に
、
身
近
に

楽
し
め
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
公
演
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

各
公
演
の
開
演
時
間
、
入
場
料
な

ど
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

運
営
に
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
公
演
事

業
を
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
文
化
公
演
事
業
の
企
画

・
運
営
に

参
加
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

マ
問
い
合
わ
せ

1
0
2
)
 

文
化
課
(
固
⑫

5

上岡市

文化友の会

上
田
市
文
化
友
の
会
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
芸
術

・
文
化
に
よ
り
親

し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

上
田
市
の
文
化
情
報
の
提
供
や
、
文

化
公
演
事
業
の
入
場
料
の
補
助
を
行

い
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、
友
の
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
。
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マ
会
員
個
人
会
員
及
び
家
族
(
同

居
)
会
員

マ
年
会
費

個

人

会

員

2
0
0
0
円

家
族
会
員

3
0
0
0
円

マ
有
効
期
間
入
会
し
た
日
か
ら
次

の
3
月
白
日
ま
で
有
効

マ
問
い
合
わ
せ
上
田
市
文
化
友
の

会
事
務
局
固
⑫

0
7
6
2
(市
民
会

館
内
)
固
⑫

5
1
0
2
(文
化
課
)

11.4.16 

会員募集中.ノ

平成11年度文化公演事業

期 日 公 J寅 名 宣L'>.言~ ~濁白

6月17日(木)グレン・ミラーオーケストラ 市民会館

8月1日(日)文化講私演の会モ「洋画家桜井寛・自作を 上回創造館
語る チーフから一」

8月27日(金)上田城薪能 上田城 跡

9月29日(水)能楽路上回公演 市民会館

10月9日(土)
演劇公演

市民会 館
「俺たちは天使じゃない」

12月4日(土)
うえだ城下町映画祭 文化会館

5日(日)

12月5日(日)うえだ「第九」特別演奏会 市民会 館

1月27日(木)演劇公演 「森は生きている」 市民会館

新春予定
ニューイヤー・

文化会 館
クラシックコンサート

2~ 8日(火)中村念紘子デビュー40周年 市民会館
言己 ピアノリサイタル



市
指
定
文
化
財
ー
み
か
し
ら

「
下
之
郷
三
頭
獅
子
」
を

新
た
に
指
定

下
之
郷
三
頭
獅
子
は
、
毎
年

7
月

下
旬
に
行
わ
れ
る
祇
園
祭
の
折
、
下

之
郷
公
民
館
と
生
島
足
島
神
社
舞
殿

で
奉
納
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
三
頭
獅

子
は
夏
の
疫
病
退
散
を
願
う
祇
園
祭

の
行
事
と
し
て
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
、

小
型
の
獅
子
頭
を
か
ぶ
っ
た

1
人
立

ち
の
者
が

3
人

1
組
で
演
舞
し
ま
す
。

2
頭
の
雄
獅
子
と

1
頭
の
雌
獅
子
が

並
列
ま
た
は
三
角
形
に
な
っ
て
踊
り
、

別
名
「
田
の
草
獅
子
」
と
も
呼
ば
れ
、

踊
り
手
の
太
股
が
張
る
程
の
激
し
い

立
ち
回
り
を
し
ま
す
。
古
く
は
江
戸

時
代
の
元
禄

4
年

(
1
6
9
1年
)

に
古
安
曽
の
来
光
寺
池
の
築
堤
工
事

の
地
固
め
に
出
場
し
た
と
い
う
記
事

も
あ
り
、
長
い
歴
史
を
持
つ
貴
重
な

伝
統
芸
能
と
し
て
、
今
回
、
市
の
指

定
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、

2
月
定
例
会

に
お
い
て
、
上
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
か
ら
答
申
の
あ
っ
た
「
下
之
郷

三
頭
獅
子
」
を
上
田
市
指
定
文
化
財

に
指
定
し
ま
し
た
。

-3月定
例
会

3
月

4
日
術
開
催
し
た

3
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す。
審
議
事
項

一
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
委

¥ノ

嘱
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う

6
館
の
委
員

(各

6
人
)
の
選
任
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
上
田
市
体
育
指
導
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
初
人
の
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
協
議
し
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

『上田市誌』

編さんだより⑮

パ斗づ
/
Q
V
 
③
 
固室んさ編士山U市11

1
¥
 

当
上
回
小
県
地
方
に
あ
っ
て
も
、

江
戸
時
代
の
庶
民
の
旅
が
、
想
像
以

上
に
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
次
第

に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
旅
と
い
っ
て
も
、
目
的
と

と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
が
、
交
通
機
関
や
諸
施
設
の
発

達
し
た
現
在
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、

自
分
の
足
が
頼
り
で
あ
っ
た
当
時
の

旅
は
、
多
く
の
危
険
を
伴
う
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
旅
の
途

中
で
行
き
倒
れ
、
孤
独
な
死
と
遭
遇

す
る
人
た
ち
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

安
政

2
年

(
1
8
5
5
)
ロ
月

8

日
、
矢
津
領
森
村
の
堰
ぞ
い
の
道
端

に
、
行
き
倒
れ
人
が
あ
る
の
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
見
つ
け
た
の
は
、
同

村
の
紋
蔵
で
、
暮
れ
六
つ
時
(
午
後

6
時
)
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
ほ
と

ん
ど
真
っ
暗
で
、
酒
に
酔
っ
て
気
持

ち
悪
く
な
っ
た
人
が
倒
れ
て
い
る
の

か
と
思
い
、
声
を
か
け
ま
し
た
が
、

反
応
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
驚
い

行き倒れ人

た
紋
蔵
は
、
近
所
の
者
に
知
ら
せ
た

り
、
村
役
人
へ
も
届
け
ま
し
た
の
で
、

早
速
村
人
や
村
役
人
が
駆
け
つ
け
て

き
ま
し
た
。
こ
の
年
の
ロ
月
と
い
え

ば
、
今
の

1
月
に
相
当
し
、
寒
気
が

甚
だ
強
か
っ
た
の
で
、
た
き
火
を
た

き
、
体
を
温
め
た
り
、
あ
れ
こ
れ
と

手
当
て
を
し
て
み
ま
し
た
が
、
蘇
生

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
早
速
こ
の
こ
と
を
矢
津
の

陣
屋
(
領
主
館
、
実
際
に
は
代
官
等

が
居
住
)
に
お
届
け
し
ま
し
た
。
陣

屋
か
ら
は
、

2
名
の
検
死
役
人
が
出

向
し
て
き
て
見
分
し
ま
し
た
が
、
総

身
に
怪
し
き
傷
跡
な
ど
も
全
く
無
く
、

「
行
き
倒
れ
人
」
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

検
死
役
人
は
、
「
行
き
倒
れ
に
間

違
い
な
い
の
で
仮
埋
し
、
人
相
書
き

を
立
て
札
し
て
、
尋
ね
て
き

た
者
が
あ
っ
た
ら
、
死
骸
を

渡
し
な
さ
い
」
と
指
示
し
て

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の

指
示
に
し
た
が
っ
て
立
て
ら

れ
た
の
が
、
下
記
の
「
人
相

書
」
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
指
示
は
、
矢
津

陣
屋
役
人
の
独
自
な
計
ら
い

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
旅

人
を
ど
う
扱
っ
た
ら
よ
い
か

の
江
戸
幕
府
か
ら
の
御
触
れ

が
、
以
前
か
ら
出
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
決
ま
り
に
則
っ
た

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
人
相
書
が
立
て
ら

れ
た
の
は
、
本
人
の
口
や
所
持
品
等

か
ら
、
ど
こ
の
だ
れ
か
が
不
明
な
場

合
の
み
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が

け
つ
こ
う
有
効
で
、
こ
れ
に
よ
り
身

元
が
判
明
し
て
い
る
事
例
も
、
い
く

つ
か
見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

仮
埋
は
、
村
所
有
の
墓
地
や
寺
の
無

縁
墓
地
な
ど
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
一
緒
に
埋
葬
さ
れ
た
品

物
等
か
ら
、
身
元
判
明
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

行
き
倒
れ
の
す
べ
て
が
死
に
直
結

し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

村
人
の
手
厚
い
接
遇
後
に
、
無
事
帰

国
し
て
行
っ
た
者
も
あ
り
、
い
ず
れ

も
庶
民
の
旅
と
生
活
を
知
る
大
事
な

一
面
だ
と
思
い
ま
す
。

[15J 17.4.16 
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